
熊本大学海外派遣留学生 報告書 

（協定校サマースクール／語学セミナー）  

氏名 Aさん 

所属   文 学部・大学院     総合人間    学科・専攻 

留学先機関名  フライブルク大学    （国名： ドイツ ） 

参加プログラム 

区分 

□ 協定校サマープログラム 

■ 語学セミナー 

□ その他： 

留学期間 2019年 9月 5日－ 2019年 9月 27日 
留学開始

時学年 
  ３年次 

奨学金 

（奨学金を受給

した場合） 

□ 奨学金受給無し 

□ JASSO海外留学支援制度   

■ 国際奨学事業（熊本大学） 

□ トビタテ！留学 JAPAN 【第  期】 

□ その他（            ） 



１．出発前の準備について 

ビザの申請 
□ 有  ■ 無 

種類(      ) 
ビザ申請先 

□ 国内  □ 現地 

場所(      ) 

留学に向けて 

取り組んだ語学 

■ 英語   ■ 独語   □ 仏語   □ 中国語 

□ 韓国語  □ その他（        語） 

勉強方法 単語暗記、文法理解、リスニング 

必要経費 

(留学に必要な 
支払い費用) 

※概算費用（おおよ

その費用） 

□ プログラム費用       ８万４千円   

□ 宿泊費用（寮／ホームステイ等）      ５万２千円 

□ ビザ申請      円  

□ 渡航費（□片道 ■往復）        １０万円 

□ 海外旅行保険料         ３万円 

□ 食費      ５万 円 

□ その他（ポケット wifi、携帯契約、お土産） １０万円 

 

 

２．渡航～到着後の生活について 

利用航空会社 タイ国際航空 手配 
スカイチケット 

※利用したサイト、旅行会社等 

移動経路 

※往路のみ 

関西国際空港→バンコク→
ドイツ 

到着 

時刻 

9/5 6:15 

【※移動時間（約  １３時間）】 

大学（寮）への 

移動手段 

□大学手配の出迎え  □知人の出迎え  □タクシー 

■公共交通機関（□バス ■電車） □その他（      ） 

空港から移動する

際の注意点 

行き方、料金等 

フランクフルトマイン空港は改札なし、フランクフルト内は切符

の打刻も必要ない 

宿泊先 
■寮  □ホームステイ 

その他(       ) 

宿泊 

手配 

■大学の斡旋  □自分で 

その他(       ) 

部屋の種類 

□一人部屋 

□二人部屋 

その他(四人部屋   ) 

ル ー ム

メイト 

□日本人学生 

■他国からの学生 

その他(       ) 

その他生活で必要な

手続き、アドバイス 

(口座開設、保険、 

携帯電話、荷物、 

支払い方法など) 

クレジットカードは複数持っていく、日本の調味料を持参する 



３．留学先の大学について 

 

プログラムの概要に

ついて（授業・フィ

ールドワーク内容、

スケジュール等） 

午前中、午後でコースが分かれていて午後の授業は自由参加、どち

らのコースもパートナーワークやグループワークが多い。外への

インタビューやイベントへの参加もある。午前中の授業は成績を

決めるテストが全体を通して２回行われた。 

留学先大学でのサポ

ート体制について 

(語学面／学校生活／

住居・日常生活等) 

語学面では午前中のクラスの先生が丁寧に教えてくれた。学校生

活についても何かあればコースオフィスにいるチューターの方や

先生が相談にのってくれた。寮では同室の人に尋ねればルールを

教えてくれた。 

留学開始後に行った

留学先大学の手続き 

(学生証、履修登録、

大学 ID の設定等) 

コース参加証のようなものをくれる、電車の定期券の購入 

休日や余暇の過ごし

方 

(観光、現地学生との

交流等) 

※どうやって探したか、

きっかけなども具体的に 

チューターの方が企画してくれているエクササイズやデイトリッ

プがあり、参加するとチューターの方の案内のもと近くの観光地

や名所に行けた。そこで他のクラスの生徒とも交流できた。 

 
 



４．留学成果とアドバイス 
 

留学によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み方、 

コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

語学に関しては知識レベルとしては日本にいたときと変わらないが、スピーキング能力

が向上した。また、微妙なニュアンスの違いや若者言葉、より実情に即した言葉の使い方

を学ぶことができた。また、コミュニケーション能力としてもいきなり外部にインタビュ

ーしに行ったり、クラスメイトとも常に日本語以外で話すので咄嗟の対応力や簡単な言

葉で伝える訓練になった。 

同じプログラムへ参加を希望する人へのアドバイス（留学先大学、プログラムに関する

こと、生活全般に関することなど自由に記載してください） 

雨などが降ると猛烈に寒いので傘と秋～冬の洋服を必ず持っていったほうがいいです。

ドイツ語に関しては文法レベルをあげる勉強法より単語力をあげること、英語の勉強に

力を入れてから行った方が生活が楽になると思います。 

食事の量が外食だと調整できないうえ、お金もかかり独特の味のものも多いので自炊を

強くおすすめします。 

留学を通しての感想 

英語もドイツ語もかなり拙いレベルで行ったので相当不安でしたが、クラスのレベルも

自分で調節できて、日本人もかなり来ていたので安心しました。ドイツ語の授業は何を言

ってるのかわからない部分もありましたが、英語や簡単な日本語で捕捉してくれたので

わかりやすく日本語も一生懸命覚えてきてくださっていたのに感動しました。道端での

会話や店員さんが何を言っているのかが帰るころには少しは聞き取れるようになってい

たのが上達を実感できて嬉しかったです。私のクラスの先生はとても優しくて感じのい

い先生でそれが一番の幸運だったなと思いました。 

 
 


